
後発医薬品に関する
アンケート調査結果の概要

平成22年3月

岡山県保健福祉部医薬安全課
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○ 調査概要（1）

１ 調査対象

（１）病院・診療所 （病院 175、診療所 1,646、歯科100）
（２）薬局 （保険薬局 719）
（３）県民 （患者（薬局来局者） 1,438、県民 700）

２ 調査内容等

（１）調査方法 調査対象に対し、郵送等により調査票を配布し、
返信用封筒により回収

（２）調査期間 平成21年12月1日（火）～12月15日（火）
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○ 調査概要（2）

３ 回収結果

調査票発送数 有効調査票数 有効回収率

医療
機関

病院 175 133 76.0％

診療所 1,646 858 52.1％

歯科 100 49 49.0％

薬局 保険薬局 719 490 68.2％

県民
患者（薬局） 1,438 662 46.0％

県民 700 427 61.0％
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○県民アンケート○県民アンケート○県民アンケート○県民アンケート
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○薬局（保険薬局）アンケート○薬局（保険薬局）アンケート○薬局（保険薬局）アンケート○薬局（保険薬局）アンケート

○医療機関（病院・診療所）アンケート○医療機関（病院・診療所）アンケート○医療機関（病院・診療所）アンケート○医療機関（病院・診療所）アンケート



○医療機関（病院・診療所）アンケート○医療機関（病院・診療所）アンケート○医療機関（病院・診療所）アンケート○医療機関（病院・診療所）アンケート
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○ 所在地（上位5市町村）

病院 診療所 歯科診療所

第1位 岡山市（33.1％） 岡山市（41.7％） 岡山市（36.7％）

第2位 倉敷市（21.1％） 倉敷市（19.9％） 倉敷市（24.5％）

第3位
津山市／玉野市
／真庭市（6.0％）

津山市（6.9％）
津山市／総社市
／瀬戸内市／真
庭市（4.1％）

第4位 玉野市（3.0％）

第5位 新見市（2.6％）

●病院、診療所、歯科診療所とも、岡山市・倉敷市の割合

が高い。
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○ 病床数

●病院では、「100～299床」「20～99床」が多い。
●診療所・歯科診療所では「病床なし」が9割程度。

2.0

5.3 6.8

86.7

91.8

10.8

39.8

0.3

48.1

1.0

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病院(N=133)

診療所(N=858)

歯科診療所(N=49)

病床なし １～１９床 ２０～９９床 １００～２９９床 ３００～４９９床 ５００床以上 無回答
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○ 診療科（上位5項目）（複数回答）

病院 診療所 歯科診療所

第1位 内科（84.2％） 内科（62.8％） 歯科（100.0％）

第2位 外科（63.9％） 小児科（22.8％）

第3位 整形外科（61.7％） 外科／消化器科
（13.5％）第4位 循環器科（41.4％）

第5位 その他（39.1％） 整形外科（12.0％）

●病院では、内科、外科、整形外科、診療所では内科、

小児科の割合が高い。
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問１ 医薬品の在庫品目数

●病院では、「501～1000品目」、診療所では「101～

500品目」、歯科診療所では「0～10品目」がそれぞれ

高い。

14.3

44.4 18.0

16.917.2

77.6

13.8

0.8

13.2 36.5

33.8

2.1

8.2

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病院(N=133)

診療所(N=858)

歯科診療所(N=49)

０品目～１０品目 １１品目～５０品目 ５１品目～１００品目

１０１品目～５００品目 ５０１品目～１０００品目 １００１品目以上

無回答

9

問１ うち後発医薬品の在庫品目数

●病院では、「51～100品目」、診療所・歯科診療所で
は「0～10品目」がそれぞれ高い。

3.8

43.6

87.8

25.6

30.1

8.2

39.1

4.5

23.3

12.2

18.1

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病院(N=133)

診療所(N=858)

歯科診療所(N=49)

０品目～１０品目 １１品目～５０品目 ５１品目～１００品目 １０１品目以上 無回答
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問２ 後発医薬品を採用する際のポイント
（上位5項目）（複数回答）

病院 診療所 歯科診療所

第1位 安定供給（72.9％） 薬価（48.5％） 臨床効果（49.0％）

第2位
適応症の同一性
（63.2％）

臨床効果（47.8％） 薬価（38.8％）

第3位
メーカーの情報収集・
提供体制（62.4％）

適応症の同一症
（37.9％）

納入価（36.7％）

第4位 納入価（60.9％） 安定供給（31.4％）
適応症の同一性
（24.5％）

第5位 薬価（57.1％） 納入価（29.1％） 安定供給（18.4％）

●病院では、「安定供給」「適応症の同一性」、診療所・

歯科診療所では「薬価」「臨床効果」がそれぞれ高い。
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問３ 院外処方せんの発行の有無

●発行している割合は、病院では8割程度、診療所で

は6割程度に対し、歯科診療所では16.3％と低い。

81.6

76.7

62.1

16.3

35.4

23.3

2.4

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病院(N=133)

診療所(N=858)

歯科診療所(N=49)

発行している 発行していない 無回答

(102)

(533)

(8)
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問４ 直近6か月の院外処方割合（院外処
方せんを発行している場合）

●院外処方割合は、病院・診療所・歯科診療所ともに

「81％以上」が5割以上。

4.9

37.5

33.6

29.4

2.9

2.1

12.5

4.9

1.5

4.9

1.5

52.9

58.3

50.0

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病院(N=102)

診療所(N=533)

歯科診療所(N=8)

２０％以下 ２１％～４０％ ４１％～６０％ ６１％～８０％ ８１％以上 無回答
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問５ 後発医薬品リストの提供（院外処方
せんを発行している場合）

●診療所・歯科診療所では「提供していない」が7割以上。

4.9

3.9

11.8

2.1

12.5

0.6

2.0

16.1

29.4

87.5

75.6

49.0

1.7

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病院(N=102)

診療所(N=533)

歯科診療所(N=8)

近隣の薬局や地域の薬剤師会に提供している 地域の薬剤師会に提供している

近隣の薬局に提供している 提供していない

その他 無回答
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問６ 後発医薬品への変更不可欄に署
名・記名押印した割合

●病院・診療所・歯科診療所ともに「10％未満」が5割

以上。

17.6

25.075.0

73.4

59.8 6.9

2.1

5.9

1.7

2.9

0.8

3.9

2.3

16.7 3.2

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病院(N=102)

診療所(N=533)

歯科診療所(N=8)

１０％未満 １０％以上３０％未満 ３０％以上５０％未満 ５０％以上７０％未満

７０％以上９０％未満 ９０％以上 無回答
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問７ 後発医薬品への変更不可欄に署名・
記名押印した理由（複数回答）

●病院では「後

発医薬品の品

質に不安」、診

療所・歯科診

療所では「患

者から要望」

がそれぞれ最

も高い。

30.4

25.5

35.3

23.5

8.8

19.6

15.7

29.1

19.3

21.4

16.3

9.6

13.1

32.8

25.0

12.5

12.5

0.0

0.0

12.5

37.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

患者から要望があった

先発医薬品に信頼を感じている

後発医薬品の品質に不安を感じている

後発医薬品は、関連の情報・データが不十分であると
感じている

薬局における後発医薬品の在庫・調達に不安がある

その他

無回答

病院(N=102) 診療所(N=533) 歯科診療所(N=8)

(31)

(155)

(2)
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問８ 問７で患者が要望した理由（複数回答）

●病院・診療所・

歯科診療所と

もに、「従前か

ら先発医薬品

を処方されて

いる患者が、薬

の変更そのも

のを嫌がった」

が高い。

3.2

29.0

71.0

12.9

6.5

12.9

0.0

7.7

30.3

60.0

11.0

2.6

14.2

1.9

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

安い薬を嫌がった

後発医薬品は効きが悪いと思い込んでいる

従前から先発医薬品を処方されている患者
が、薬の変更そのものを嫌がった

把握していない

公費負担医療を受給している

その他

無回答

病院(N=31) 診療所(N=155) 歯科診療所(N=2)
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問９ 後発医薬品への変更不可の処方
せんの様式（複数回答）

●病院・診療所・

歯科診療所と

もに、「特に意

見はない」が高

い。また歯科診

療所では「現在

の様式を継続す

べき」も高い。

21.6

16.7

23.5

45.1

3.9

2.0

27.2

7.9

26.3

37.7

3.9

5.4

37.5

0.0

12.5

37.5

0.0

12.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

現在の様式を継続すべき

問題や不安がある

後発医薬品を前提とした処方箋に不満を感じる

特に意見はない

その他

無回答

病院(N=102) 診療所(N=533) 歯科診療所(N=8) 18



問10 後発医薬品の処方に関する考え方

●医療機関全体では「特にこだわりはない」が7割程度。

67.2 9.1 18.1 5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=1,040)

特にこだわりはない 患者から要望がなくても積極的に処方する

患者から要望があっても基本的には処方しない 無回答
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問11 後発医薬品を基本的に処方しない
理由（複数回答）

●病院・診療所・
歯科診療所とも
「品質に疑問があ
る」が最も高く、
次いで病院では
「情報提供が不
備」、診療所では
「効果に疑問があ
る」、歯科診療所
では「副作用に不
安がある」も高
かった。

64.7

52.9

47.1

17.6

58.8

5.9

17.6

0.0

74.5

62.4

49.1

26.7

43.6

7.9

18.2

0.0

50.0

33.3

50.0

0.0

0.0

0.0

33.3

16.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

品質に疑問がある

効果に疑問がある

副作用に不安がある

安定供給体制が不備

情報提供が不備

患者への普及啓発が不足

その他

無回答

病院(N=17) 診療所(N=165) 歯科診療所(N=6) 20



問12 患者が後発医薬品を頼みやすくす
るような工夫（複数回答）

●病院・診療

所・歯科診療

所とも7割以

上が「特に工

夫していな

い」。

12.0

0.8

2.3

0.0

0.0

9.8

79.7

3.0

3.0

6.6

1.5

2.0

0.1

0.0

15.5

72.7

3.5

6.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.1

89.8

0.0

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

施設内にポスターや案内板等を掲示

受付窓口に「ジェネリック医薬品希望カード」
を用意

施設内にリーフレット等を用意し患者が入手
できるようにしている

関心がある患者のために、専用の相談窓口
等を設けている

施設内でビデオを流している

診察時に、患者の意向を尋ねるようにしてい
る

特に工夫していない

その他

無回答

病院(N=133) 診療所(N=858) 歯科診療所(N=49)
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問13 どのような対応がなされれば、後発医薬品
の処方を進めてもよいか。（複数回答）

●病院・診療所・歯

科診療所とも「医師、

歯科医師及び薬剤

師に対する十分な品

質情報の提供」「後

発医薬品メーｶーに

よる安定供給体制の

確保」が高い。

62.4

68.4

27.1

41.4

12.8

9.0

6.0

1.5

48.4

42.8

26.8

22.0

3.1

16.2

10.7

6.8

67.3

38.8

26.5

28.6

0.0

14.3

2.0

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

医師、歯科医師及び薬剤師に対する十分な
品質情報の提供

後発医薬品メーカによる情報提供や安定供給
体制の確保

後発医薬品に対する患者の理解

後発医薬品を処方する際の診療報酬上の評
価

施設内で情報を独自に収集し、選定・採用を
行える体制の整備

特に対応はない

その他

無回答

病院(N=133) 診療所(N=858) 歯科診療所(N=49)
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○薬局（保険薬局）アンケート○薬局（保険薬局）アンケート○薬局（保険薬局）アンケート○薬局（保険薬局）アンケート
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○ 所在地（上位5市町村）

保険薬局

第1位 岡山市（38.6％）

第2位 倉敷市（18.8％）

第3位 津山市（10.2％）

第4位 玉野市（5.5％）

第5位 真庭市（3.9％）

●岡山市・倉敷市の割合が高い。
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○ 処方せん月平均受付回数

●「1001～2000回」が4割程度が最も高く、次いで

「501～1000回」。

38.0 14.15.72.9 13.5 23.9 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保険薬局(N=490)

５０回以下 ５１回～１００回 １０１回～５００回 ５０１回～１０００回

１００１回～２０００回 ２００１回以上 無回答
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○ 取り扱った処方せんの主な発行診療
科（上位5項目）（3科まで）

保険薬局

第1位 内科（93.3％）

第2位 整形外科（38.4％）

第3位 小児科（23.3％）

第4位 耳鼻咽喉科（21.4％）

第5位 眼科（20.8％）

●「内科」「整形外科」「小児科」の割合が高い。
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問１ 後発医薬品の調剤に関する取り組み

●「積極的に患者に説明して調剤」と「薬効によっては

患者に説明して調剤」を合わせると6割程度。

19.4 41.6 29.8 9.0 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保険薬局(N=490)

積極的に患者に説明して調剤 薬効によっては患者に説明して調剤

あまり積極的には取り組んでいない その他

無回答

(146)
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問２ あまり積極的に取り組んでいない理
由（上位5項目）（複数回答）

保険薬局

第1位
備蓄増に伴う不良在庫の拡大など在庫管理の
負担が大きい（58.9％）

第2位 近隣の医療機関が使用に消極的（47.9％）

第3位 品質に疑問がある（34.2％）

第4位 効果に疑問がある／安定供給体制が不備であ
る（30.8％）第5位

●「備蓄増に伴う不良在庫の拡大など在庫管理の負

担が大きい」「近隣の医療機関が使用に消極的」の割

合が高い。
28



問２ あまり積極的に取り組んでいない理
由（その他意見 一部抜粋）

保険薬局

○ ほとんどの処方せんが変更不可のため

○
同じような薬品名や同効薬が増えると調剤過誤の不
安がある

○ 乳児医療で無料齢の人が多いため

○
処方せん枚数が多い病院が後発品変更に対して良い
感情をもっていないため

29

問３ 後発医薬品の品質保証の認知度

●「十分に理解している」と「ある程度理解している」を合

わせると75％程度。

10.0 64.7 20.4 3.1 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保険薬局(N=490)

十分に理解している ある程度理解している あまり理解していない

全く理解していない 無回答

30



問４ 変更可能な処方せんを持参された患
者に、説明を十分行えたか

●「十分は行えていない」は5割以上。

●「十分行えた」が4割程度。

40.2 53.5 5.3 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保険薬局(N=490)

十分行えた 十分は行えていない その他 無回答

(計288)

31

問４ （その他意見 一部抜粋）

保険薬局

○ まだ後発医薬品が発売されていない

○
必ず説明するが、店内混雑時は「十分な説明」とはい
えないと思う

○ 患者から求められた方のみ説明している

○ ほとんど来ないし、患者様の希望も少ない

○
一度処方されたことがある、あるいは在庫もあり、説明
資料の準備もできているものは行えている

32



●「待っている患者が多く、説明する時間的余裕がなかった」

「患者が急いでおり、説明不要と言われた」が高い。

54.5

41.0

12.2

11.8

11.5

10.8

24.7

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

待っている患者が多く、説明する時間的余裕がな
かった

患者が急いでおり、説明不要と言われた

患者が十分に理解していた

調剤室での薬の取り揃えの前に説明する業務手
順になっていない

システム上、薬剤料の差額がすぐに計算できない
ので患者の質問にその場で答えることができない

説明しなければならないという認識が不足してい
た

その他

無回答

保険薬局(N=288)

問５ 後発医薬品の説明が十分でない理由
（複数回答）

33

問５ （その他意見 一部抜粋）

保険薬局

○ 患者様に「おまかせします」と言われることが多い

○
理解力に問題のある方が多く、受け止められ方に難し
さを感じる

○

後発医薬品については、ＣＭ等で十分周知されている
はずで、患者が希望すれば相談にのるべきだが、患
者が説明を求めないということは希望しないということ
だから

○
病気の性質状（難病の方が多い）ジェネリック変更する
ことに不安があり、あまり差し障りのないような薬のみ
すすめるようにしているため

○ 負担金額に大差がないため
34



問６ 後発医薬品の使用を希望されな
かった患者の割合

●「10％以上30％未満」「30％以上50％未満」がとも

に2割程度。

7.6 8.2 7.63.3 16.7 19.8 19.6 17.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保険薬局(N=490)

全くいなかった １０％未満 １０％以上３０％未満 ３０％以上５０％未満

５０％以上７０％未満 ７０％以上９０％未満 ９０％以上 無回答

35

問７ 後発医薬品の使用を希望されな
かった理由

●「薬剤料等の差額が小さい」「不安がある」がともに

4割程度。

43.1

10.0

8.8

35.7

14.5

9.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

薬剤料等の差額が小さい

公費負担の患者のため、経済的インセンティ
ブがない

過去に使用したが、体調不良となった経験が
ある

不安がある

その他

無回答

保険薬局(N=490)

36



問８ 後発医薬品の説明に要した時間

●「3分以上～5分未満」が4割以上（一般的な服薬指
導を除く）。

23.3 44.9 23.3 6.12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保険薬局(N=490)

３分未満 ３分以上～５分未満 ５分以上～１０分未満 １０分以上 無回答

37

問９ 後発医薬品の在庫品目数

●「50品目以上100品目未満」が3割程度。

0.6

2.4

5.7

7.8

8.6

6.5

29.4

19.6

9.8

4.7

4.9

0 10 20 30 40

在庫なし

１０品目未満

１０品目以上２０品目未満

２０品目以上３０品目未満

３０品目以上４０品目未満

４０品目以上５０品目未満

５０品目以上１００品目未満

１００品目以上１５０品目未満

１５０品目以上２００品目未満

２００品目以上

無回答

保険薬局(N=490)
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19.8

18.6

54.3

11.2

52.2

66.3

32.7

4.3

40.8

22.4

6.3

1.0

0 20 40 60 80 100

オレンジブック収載の有無

溶出性以外の科学的データの有無

適応症の同一性

剤形等の付加価値

メーカーの情報収集・提供体制

安定供給

広域病院の医薬品採用情報

薬剤師会からの情報

患者負担の軽減

先発医薬品と色・剤形等が類似したもの

その他

無回答

保険薬局(N=490)

問10 在庫に際し重視すること（複数回答）

●「安定供給」「適応症の同一性」「メーカーの情報収

集・提供体制」がそれぞれ5割以上。
39

問11 取扱い上の問題点（複数回答）

●「品目数が増え、在庫管理の負担が増えた」が8割以上。

17.8

7.8

34.9

81.2

34.7

23.7

12.7

7.1

6.7

5.3

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

効果・品質・副作用の苦情が増えた

形状等が変わったとの苦情・問い合わせが増えた

患者一人当たりの対応時間が増えた

品目数が増え、在庫管理の負担が増えた

メーカー、卸売業者の安定供給体制が不十分である

メーカー、卸売業者の情報提供体制が不十分である

調剤過誤（ヒヤリハットを含む）が増えた

収入が減った

特に問題ない

その他

無回答

保険薬局(N=490)

40



問12 患者からの質問事項（複数回答）

●「薬剤費」が8割程度、また「有効性」も6割程度と高い。

13.1

57.3

33.9

77.8

3.7

2.2

0 20 40 60 80 100

交付の理由

有効性

副作用

薬剤費

その他

無回答

保険薬局(N=490)

41

○県民アンケート○県民アンケート○県民アンケート○県民アンケート

42



○ 年齢

●患者（薬局来局者）・県民とも60歳代、70歳以上の割

合が高い。

23.910.6

11.7 7.5

15.7

11.9

16.2

21.3

16.5

28.3

16.6

18.7 0.5

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=662)

県民(N=427)

２０歳代以下 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 無回答

43

○ 住まい（上位5市町村）

患者（薬局来局者） 県民

第1位 岡山市（37.2％） 岡山市（40.3％）

第2位 倉敷市（18.7％） 倉敷市（14.5％）

第3位 津山市（10.0％） 津山市（6.6％）

第4位 玉野市（4.8％） 真庭市（4.2％）

第5位 真庭市（4.1％） 玉野市／総社市（3.3％）

●患者（薬局来局者）・県民とも、岡山市・倉敷市の割合

が高い。
44



○ 性別

●患者（薬局来局者）・県民とも男性が3割、女性が7割

程度。

27.6

34.0 65.4

71.9

0.6

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=662)

県民(N=427)

男性 女性 無回答

45

○ 職業

●患者（薬局来局者）では、医療関係者が1/4程度。

72.8

93.4 4.2

25.4

2.3

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=662)

県民(N=427)

一般 医療関係者 無回答

46



○ 通院の有無

●患者（薬局来局者）では、通院中が3/4程度。

51.8

75.4 24.2

47.3

0.5

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=662)

県民(N=427)

通院中 通院していない 無回答

(499)

(221)

47

○ 通院先（複数回答）

●県民では、歯科診療所が2割以上。

96.8

11.6

1.2

1.0

91.0

22.2

3.2

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

病院・診療所

歯科診療所

その他

無回答

患者（薬局来局者）(N=499) 県民(N=221)

48



○ 治療中の診療科（上位5項目）（複数回答）

患者（薬局来局者） 県民

第1位 内科（75.2％） 内科（64.3％）

第2位 整形外科（15.2％） 歯科（24.4％）

第3位 歯科（13.4％） 眼科（14.0％）

第4位 眼科（12.4％） 整形外科（10.4％）

第5位 耳鼻咽喉科（8.2％） 循環器科（6.3％）

●患者（薬局来局者）では「内科」、県民では「歯科」が高

い。
49

○ 服用している薬の種類

●患者（薬局来局者）では「1～3種類」「4～6種類」、県民
では「服用していない」が高い。

5.0

0.5

7.4

14.836.8

17.5 38.2

36.8

22.5

9.8

1.4

9.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=662)

県民(N=427)

服用していない １～３種類 ４～６種類 ７～９種類 １０種類以上 無回答

(計497)

(計207)

50



問１ 後発医薬品の言葉の認知度

●患者（薬局来局者）では「知っていた」が9割程度。

88.8

77.5 21.8

10.9

0.7

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=662)

県民(N=427)

知っていた 知らなかった 無回答

(588)

(331)

51

問１ 後発医薬品の言葉の認知度
（年齢別：患者（薬局来局者））

●60歳代・70歳以上で「知らなかった」が高い。

97.2

98.2

89.1

67.1

1.8

10.9

32.9

88.8

98.6

97.1

1.9

2.9

10.9

0.9

1.4

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=662)

２０歳代以下(N=70)

３０歳代(N=32)

４０歳代(N=51)

５０歳代(N=91)

６０歳代(N=121)

７０歳以上(N=158)

知っていた 知らなかった 無回答

52



問１ 後発医薬品の言葉の認知度
（年齢別：県民）

●60歳代・70歳以上で「知らなかった」が高い。

88.2

94.5

71.9

48.8

5.5

27.3

50.0

87.5

90.0

77.5 21.8

10.0

12.5

11.8

0.7

0.8

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=427)

２０歳代以下(N=50)

３０歳代(N=32)

４０歳代(N=51)

５０歳代(N=91)

６０歳代(N=121)

７０歳以上(N=80)

知っていた 知らなかった 無回答

53

問２ 後発医薬品の内容の認知度

●「十分知っていた」または「少し知っていた」の割合は、

患者（薬局来局者）が8割以上に対し、県民は7割程度。

32.6

17.6 49.6

49.5

15.9

7.7 9.7

16.2 0.7

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=662)

県民(N=427)

十分知っていた 少し知っていた ほとんど知らなかった 知らなかった 無回答

54



●30～50歳代で「十分知っていた」「少し知っていた」の割合は高い。
また、60歳代・70歳代で「知らなかった」の割合が高かった。

問２ 後発医薬品の内容の認知度
（年齢別：患者（薬局来局者））

35.5

42.2

32.7

17.1

57.0

49.5

49.1

45.6

4.7

6.4

6.4

11.4 25.3

41.3

32.9

32.6 49.5

52.9

48.1 4.8

7.7

12.9

1.9

11.8

1.8

5.8

9.7

0.6

0.9

0.5

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=662)

２０歳代以下(N=70)

３０歳代(N=32)

４０歳代(N=51)

５０歳代(N=91)

６０歳代(N=121)

７０歳以上(N=158)

十分知っていた 少し知っていた ほとんど知らなかった 知らなかった 無回答

55

●

問２ 後発医薬品の内容の認知度
（年齢別：県民）

25.5

31.9

14.0

8.8

60.8

47.3

47.9

37.5

7.8

12.1

16.5

25.0

9.4

5.9

7.7

21.5

27.5

17.6

6.0

18.8 65.6

56.0

49.6

22.0

15.9

6.3

16.2

16.0

1.3

1.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=427)

２０歳代以下(N=50)

３０歳代(N=32)

４０歳代(N=51)

５０歳代(N=91)

６０歳代(N=121)

７０歳以上(N=80)

十分知っていた 少し知っていた ほとんど知らなかった 知らなかった 無回答

56

●30～50歳代で「十分知っていた」「少し知っていた」の割合は高い。
また、60歳代・70歳代で「知らなかった」の割合が高かった。



●患者（薬局来局者）・県民とも「テレビCM・新聞広告当
から」が約7割と高い。また、患者（薬局来局者）では「薬
剤師から」が5割程度と高い。

68.4

6.3

12.6

0.0

47.1

7.3

7.7

68.9

8.5

8.8

1.5

13.0

10.0

13.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

テレビＣＭ・新聞広告等から

知人から

医師から

歯科医師から

薬剤師から

その他

無回答

患者（薬局来局者）(N=588) 県民(N=331)

問３ 後発医薬品を知った経緯（複数回答）

57

問４ 後発医薬品の感想（複数回答）

●患者（薬局来局者）・県民とも、「問題がなければ利用して
みたい」が5割以上と高く、「薬代が安くなるなら利用してみ
たい」も3割程度となっている。

11.9

55.6

13.6

33.2

3.6

5.8

4.3

9.0

18.7

59.5

1.8

34.4

1.8

12.1

3.3

14.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

利用してみたい

問題がなければ利用してみたい

利用したいとは思わない

薬代が安くなるなら利用してみたい

宣伝（テレビＣＭ等）が分かりにくかった

説明を聞いてみたい

その他

無回答

患者（薬局来局者）(N=588) 県民(N=331)

58



55.5

22.2 47.3

26.2

20.3

14.5 3.8

10.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=497)

県民(N=207)

もらったことがある

もらったことはない

渡された薬が後発医薬品であったかどうかわからない

無回答

問５ 後発医薬品をもらったことの有無

●患者（薬局来局者）では「もらったことがある」、県民で

は「もらったことがない」がそれぞれ5割程度と高い。

(276) (130)

(46) (98)

59

問６ 後発医薬品を自分からお願いしたこと

●患者（薬局来局者）では「お願いしたことがある」が2割

以上。

25.4

7.6 88.2

72.9

1.4

1.0

0.7

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=406)

県民(N=144)

お願いしたことがある お願いしたことはない その他 無回答

(103) (296)

(11) (127)

60



●患者（薬局来局者）・県民とも「薬代が安くなると思ったか
ら」、県民では「医師又は薬剤師に勧められたから」が高い。

85.4

24.3

4.9

26.2

26.2

7.8

0.0

72.7

54.5

0.0

36.4

18.2

9.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

薬代が安くなると思った

医師又は薬剤師に勧められた

知人に勧められた

医師又は薬剤師の説明に納得した

先発医薬品と効果は同じであると宣伝されている

その他

無回答

患者（薬局来局者）(N=103) 県民(N=11)

問７ 後発医薬品を希望した理由（複数回答）

61

●患者（薬局来局者）では、 「今まで使用していた薬に慣れているから」「何か
しら不安を感じたから」が、県民では、「お願いできることを知らなかったか
ら」 「今まで使用していた薬に慣れているから」が高い。

25.0

11.5

46.6

0.3

13.5

23.6

15.2

2.4

14.2

6.3

36.2

0.0

6.3

39.4

14.2

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

何かしら不安を感じた

医師又は薬剤師の説明があった

今まで使用していた薬（先発医薬品）に慣れている

医師又は薬剤師の説明が分かりにくかった

安さばかり強調する宣伝に不審を抱いている

お願いできることを知らなかった

その他

無回答

患者（薬局来局者）(N=296) 県民(N=127)

(74)

(18)

問８ 後発医薬品を希望しなかった理由（複数回答）

62



問９ 後発医薬品に関して相談したこと

●患者（薬局来局者）では「ある」が2割程度。

5.6

17.6 82.4

94.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=74)

県民(N=18)

ある ない 無回答

(13) (61)

(1) (17)

63

問10 後発医薬品に関して相談した内容
（複数回答）

57.1

71.4

78.6

7.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

有効性に関すること

副作用に関すること

先発医薬品との違いに関すること

その他

無回答

患者（薬局来局者）(N=13)＋県民(N=1)
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●「先発医薬品との違いに関すること」の割合が約８割で
あった。



問11 説明の分かりやすさ

71.4 21.4 7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=13)＋県民(N=1)

分かりやすかった 分かりにくかった 覚えていない 無回答

65

●「わかりやすかった」と回答した割合が約７割であった。

問12 相談しなかった理由

●患者（薬局来局者）では「すべてを医師又は薬剤師に任せてある」、

県民では「相談しにくい」が高い。

9.8

23.5 11.8

9.8

41.2

63.9 14.8

29.4

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=61)

県民(N=17)

相談しにくい

不安があったが、しばらく様子をみているとそれが解消した

すべてを医師又は薬剤師に任せてある

その他

無回答
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問13 後発医薬品の使用に関する考え方

●「先発医薬品や後発医薬品にこだわらない」が約５割
程度であった。

7.7

23.9 12.2

14.1

50.3

56.2 14.5

9.8 3.8

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者（薬局来局者）(N=662)

県民(N=427)

できれば先発医薬品を使いたい できれば後発医薬品を使いたい

先発医薬品や後発医薬品にはこだわらない わからない

無回答

67

問14 後発医薬品の使用にあたり必要なこと
（上位5項目）（複数回答）

患者（薬局来局者） 県民

第1位 効果があること（71.8％） 効果があること（70.7％）

第2位
副作用の不安が少ないこと

（64.5％）
副作用の不安が少ないこと

（70.0％）

第3位
窓口で支払う薬代が安くなるこ

と（53.3％）
窓口で支払う薬代が安くなること

（51.8％）

第4位
後発医薬品についての正確な

情報が容易に入ること
（30.1％）

医師の勧めがあること（42.9％）

第5位
医師の勧めがあること

（28.9％）
後発医薬品についての正確な情
報が容易に入ること（41.2％）

●患者（薬局来局者）・県民ともに「効果があること」「副

作用の不安が少ないこと」が高い。 68



ご清聴ありがとうございました。
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